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公益財団法人 浜松市文化振興財団 

発  行  浜松文芸館（文責：鈴木） 

              令和４年 初夏 

『浜松市民文芸第６７集』を発行しました 

浜松文芸館では市民の皆様から小説や俳句・短歌など 9部門に投稿して

もらい、『浜松市民文芸』という文芸誌を編集・発行しています。応募作品

総数は昨年度とほぼ同じ 2211 点でしたが、１５歳から９９歳の方までは

延べ 642 名の方が投稿し、大幅に増加しました。そして、９部門で３４名

の方が市民文芸賞を受賞しました。詩の部では高校生が 3 名市民文芸賞を

受賞し、小説の部でも２年ぶりに高校生が入選しました。浜松市は文芸活動に取り組む若い

世代が確実に育っています。若者文化の中にも文芸が少しずつ根付いてきています。 

文芸館には「浜松市民文芸６７集」の裏表紙を飾ってくれた、オリジナル

キャラクター俳人（はいと）君とことばちゃんがいます。クリエート浜松１

階と５階に置いてあるガチャガチャで合作俳句を完成させると、文芸館特製

オリジナルクリアファイルを差し上げています。なお、「浜松市民文芸６７

集」は浜松文芸館で１冊５００円にて販売しています。 

９月から、「浜松市民文芸６８集」の募集が始まります。児童文学の選者

鈴木ゆき江先生の選評には「私の背中を押してくれている言葉があります。それは、わたし

がご指導をいただいた先生のお言葉で『一箇所だけでもキラリと光る、その人だけの表現、

その人だけの描写があれば、成功』というものです。」と書いてありました。これからも自

分だけのキラリと光る表現や描写を追い求めて、それぞれの創作活動に取り組んでくださ

い。皆様方の応募をお待ちしています。 

 

＜市民文芸賞授賞の皆様（敬称略）＞ 

・小説     村上拓 生田基行 

・児童文学   住𠮷玲子 金指芙美代 河島憲代 

・評論     木俣統裕  

・随筆     別所綾子 中津川久子  

・詩      竹内としみ 山下來郁 永瀬誠人 髙山ひなた 岡田あい 

・短歌     石原新一郎 坂口ちせ 鈴木和子 鈴木賢三 高橋幸 

・定型俳句   山田泰久 加藤美智代 鈴木やよい 川口八重子 勝田洋子  

大平悦子 峯村友香里 杉田みさき 藤本幸子 池田智子 

・自由律俳句  中津川久子 中谷則子  

・川柳     菊川文江 竹山惠一郎 伊熊靖子 鶲瑠璃 

 


